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研究成果の概要（和文）：この研究課題では、従来の文学史・文化史の修正を目指して、1930年代から50年代の
イギリス文学・文化を「後期モダニズム」ならびに「後期帝国主義」の観点から研究した。その具体的な研究対
象は、ジョージ・オーウェルのディストピア小説、ディケンズ小説翻案、スパイ小説と映画など、多岐にわたっ
た。この研究課題はこれらの文学・映画テクストを、（１）戦後福祉国家体制の成立、ならびに（２）第二次世
界大戦から冷戦へと至る、イギリスをとりまく国際関係の変容、という文脈に置くことで、それらが現実との葛
藤のなかで形成されるプロセス、ならびに、社会批判やユートピア的な可能性がそれらの作品に記録される過程
を浮き彫りにした。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I studied British Literature and Culture of the 
1930s, 40s, and 50s in terms of the dual perspectives of Late Modernism and Late British 
Imperialism. In concrete, this research project focused on a variety of topics such as George 
Orwell's dystopian novels, David Lean's adaptations of Charles Dickens, and spy fictions (both in 
novels and films). By contextualizing these literary and filmic texts in the processes of (1) the 
formation of the postwar Welfare State in Britain, and (2) the transformation of the international 
situations from the Second World War to the Cold War, this research project shed light not only on 
the ways these text were created from within the struggles with the social realities, but also on 
the ways the possibilities of social critique and utopianism were registered in these texts. 

研究分野：英文学
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、1930 年代のイギリス文学を中
心に「後期モダニズム」の概念を文学史的に
再検討し、それを現代文学の系譜に位置づけ
ることを目的としたものである。 
 より具体的には、 
 
 (1)「後期帝国」期のイギリスを中心とした
ヒト・モノの越境的ネットワークの活発化 
 (2)左右の急進的政治運動の台頭や第二次
世界大戦の予兆などの政治的危機に応答
する集団性の問題 
 (3)新興マス・メディアの普及を通じた文化
的領域の拡大 

 
という三つの文脈に着目し、1920 年代に開
花した高踏的な実験文学運動としてのモダ
ニズムが、異質な諸要素との相互作用を経て
いかに「後期モダニズム」へと変容し、現代
ポストコロニアル文学の先駆となったのか
を明らかにするものだった。 
 研究の背景となった「後期モダニズム」と
い う 概 念 は 、 Tyrus Miller の Late 
Modernism: Politics, Fiction, and the Arts 
Between the World Wars (1999)が先鞭をつ
けたものである。Millerはこの概念を、1920
年代を頂点とするハイ・モダニズムと、20
世紀後半に花開いたポストモダニズムとの
「あいだ」に位置する文学・文化動向を記述
するために彫琢し、Wyndham Lewis, Djuna 
Burns, Samuel Beckettなどの特に戦間期に
おける文学作品を国境横断的な見地から解
読していた。 
 ただし、狭義のイギリス文学研究において
「後期モダニズム」が関心の焦点となったの
は 、 Jed Esty, A Shrinking Island: 
Modernism and National Culture in 
England (2003)以降であったと言えるだろ
う。Estyはとりわけ T. S. Eliotと Virginia 
Woolf の後期作品を中心に、盛期モダニズム
から後期モダニズムへの転回を、イギリス帝
国の衰退から戦後福祉国家の台頭へと至る
時代背景に大胆に文脈化した。具体的には、
イギリス帝国の「大都市の知覚」にその基盤
を置いていた盛期モダニズムが、逆説的にも、
イギリス帝国の退潮とナショナル・カルチャ
ーへの回帰に、共同体意識の再生による文
学・文化の復興の可能性を見ていた、という
議論である。 
 本研究課題は、Miller と Esty が切り開い
た後期モダニズムの問題関心を引き継ぎな
がらも、特に Esty の議論の枠組みに大きな
問題点を見出し、その批判的再検証のために
1930 年代〜50 年代のイギリス文学・文化を
再解釈するものだった。具体的には、Esty
が「退潮」を見たイギリス帝国は、たしかに
その最盛期に比べれば、20世紀半ばに大きな
衰退を経験したものの、第二次世界大戦以後
の冷戦初期もいまだに一定の国際的地位を

維持していたのであり、その史実を踏まえれ
ば、戦後福祉国家期に「ナショナル・カルチ
ャー」への回帰を見出すのはやや単純に過ぎ
はしないか。また、Estyの研究では十分に触
れられていない第二次世界大戦や、冷戦の文
脈は、後期モダニズム期の文学・文化を考え
る上でやはり無視することはできないので
はないだろうか。 
 以上で挙げたような疑問点・着眼点は
Marina MacKay, Modernism and World 
War II (2003)、Patrick Deer, Culture in 
Camouflage: War, Empire and Modern 
British Literature (2009)などの研究におい
てはすでに表明され、詳しく検討されている。
本研究課題はこうした問題意識を受けつつ
も、1930 年代以降のイギリス文学に、のち
のポストコロニアリズムの台頭の予兆や、グ
ローバリゼーションの先駆をも見出すため
に、従来の「後期モダニズム」観を、(1)ナシ
ョナル・カルチャーを逸脱する越境的ネット
ワーク、(2)急進的政治運動や世界大戦などの
政治的危機、(3)新興マス・メディア、の三つ
の着眼点から批判的に修正するものとして
構想された。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、「１．研究開始当初の背景」で
すでにある程度説明したとおり、1990 年代
末から 2000 年代初頭にかけて登場した「後
期モダニズム」観を批判的に修正することで、
従来のイギリス文学史・文化史観を刷新する
ことを目的としていた。 
 これに付随する目標として挙げられるの
は、「モダニズム」概念それ自体の拡張と変
容を跡づけることである。このねらいのため
に、本研究では、Eliot や Woolf といった成
典的作家たちの晩年の作品ではなく、（Miller
が重視した）Wyndham Lewis、ならびに
George Orwell、W. H. Auden, William 
Plomerなど、1930年代に登場した作家たち
の作品や、Alfred Hitchcock、David Leanと
いった映画監督たちの映像作品、 Ian 
Flemingのスパイ小説など、はばひろい研究
対象を設定することによって、「後期モダニ
ズム」を狭義の文学のみならず、ひろい意味
での「文化史」的な概念として拡張・再定義
することが目的だった。 
 
３．研究の方法 
 
 このような研究目的のために、本研究は、
(1)テクストの精読と歴史主義的研究の両立、
(2)複数の研究対象間の比較対照、(3)アダプテ
ーション研究による文学・映像テクストの横
断、という三つの方法を用いた。以下でより
詳しく説明する。 
 
(1)精読と歴史主義的研究の両立 
 「後期帝国主義」ならびに第二次世界大



戦・冷戦の文脈から後期モダニズムを再定義
するこの研究で、第一に重視したのは、しば
しば相反するものと見なされることがある
(a)テクストの精読と、(b)歴史主義的研究、と
いう二つのアプローチの両立・統合である。
そのため、一つのテクストを研究の中心に据
える場合でも、本研究プロジェクトにおいて
は、その作家がそれ以前・それ以後に執筆し
たさまざまなテクストを合わせ読み、そうす
ることで、特定の時代状況に対応する個別・
具体的な「変化」が特定のテクストの形式的
特徴にいかに表れているのかを、たんに背景
研究のみならず、テクストそのものの精読か
ら浮かび上がらせるアプローチを取った。こ
のアプローチは特に、研究業績欄で列挙した
雑誌論文③において、George Orwellの小説
Nineteen Eighty-Four (1949)を再解釈する
うえで、Orwell自身のユートピア観の変化を
あぶり出すことにつながり、大きな成果を挙
げることができた。 
 
(2)複数の研究対象間の比較対照 
 同時に重視したのが、一つの研究対象のみ
にしばられず、しばしば複数のテクストや、
複数の作家を同一のテーマからインターテ
クスト的に関連づけ、その比較対照そのもの
からある時代のひろく共有された問題意識
をあぶり出すアプローチを採用した。 
 例えば雑誌論文③においても、Orwellの他
のユートピア文学への異論（例えば H. G. 
Wells）などが、重要な役割を占めている。
また、学会発表③ならびに雑誌論文④（発表
の短縮版）においては、John Keats の詩の
解釈をめぐって、Cleanth Brooks, I. A. 
Richards, T. S. Eliot, Christopher Caudwell
などのさまざまな批評家たちが、1930 年代
から 40 年代にかけて論争に関わっていたこ
と、また、この論争が実は「文学」の政治的
役割をめぐるものだったことを論証したが、
これもまた比較対照を重視するアプローチ
の成果である。 
 
(3)アダプテーション研究 
 本研究課題の第三の研究方法が、上の(2)
とも関連するアダプテーション研究だった。
アダプテーション研究は本来、原作の文学テ
クストと翻案の映像テクストとの精密な比
較研究を基盤とするものであるが、本研究に
おいては特にこの手法を、アダプテーション
のプロセスそれ自体が、時代特有の問題意識
を巻き込み、作品そのものと時代状況との緊
密な相互関係を構築するさまをあぶり出す
ために用いた。 
 雑誌論文②（学会発表②の論文版）では、
David Lean による約 100 年前の Charles 
Dickens小説の翻案が、第二次世界大戦後の
イギリス福祉国家成立時の問題式を反映す
ること、学会発表①では、Alfred Hitchcock
の Somerset Maugham 短編集の翻案が、
1930 年代当時の反戦意識をひそかに共有す

ることをそれぞれ論証したが、このような成
果は、アダプテーション研究を歴史主義的に
拡張するアプローチによって可能になった
ものである。 
 
４．研究成果 
 
 上述した研究アプローチによる研究成果
は、おもに以下の三つに分類できる。 
 
(1)ユートピア主義の歴史的再考 
 口頭発表⑤・雑誌論文⑤を経て、雑誌論文
③に結びついた研究では、George Orwellの
Nineteen Eighty-Four を主要テクストとし
て、後期モダニズムならびにユートピア主義
の再定義を行った。 
 上述したように、後期モダニズムはしばし
ばナショナル・カルチャーへの回帰という観
点から捉えられることが多いが、Orwellの場
合に顕著なのは、第二次世界大戦後になって
も、なおイギリス帝国と冷戦という国際的文
脈で、ユートピアの可能性を模索する問題意
識だった。また、圧倒的に「ディストピア」
として読まれることの多いこのテクストの
なかに、現実を批判する可能性としての「ユ
ートピア」を見出した。 
 なお、この論考はアメリカの Modernist 
Studies Association の学術誌（ウェブ版）
Modernism/modernity Print Plusで刊行さ
れたものであり、一定の国際的インパクトを
想定しうる成果である。 
 
(2)福祉国家と自由主義の問題 
 口頭発表②を経て雑誌論文②に結びつい
た研究では、David Lean 監督の映画版
Oliver Twist (1948)が、Charles Dickensの
原作Oliver Twist (1838)を翻案するにあたっ
て、児童虐待と保護の問題を前景化したこと、
それと同時に、原作の内包した反ユダヤ主義
を無批判に反復することで、第二次世界大戦
後のイギリスにおける外国人排斥のムード
を共有してしまったことを論証した。このケ
ース・スタディは、「ナショナル・カルチャ
ー」への回帰の試み自体が、当時の国際的文
脈ではらむ問題を指摘したものであり、「後
期モダニズム」概念自体のグローバルな再考
に大きく貢献している。 
 また、学会発表③ならびに雑誌論文④（発
表の短縮版）では、1930 年代の良心的リベ
ラリズムの問題関心が、戦後アメリカにおけ
る新批評(New Criticism)の出発点において
いかに脱色されたのかを跡づけ、第二次世界
大戦が 1930年代の文化的・政治的問題の「解
決」ではなく、その抑圧・忘却でしかなかっ
たのかを考察した。 
 こうした観点から、「後期モダニズム」が
ナショナルな枠組みでは一定の社会的成果
を挙げた時代を反映しつつも、積み残された
問題をテクスト自体に刻印するさまをあき
らかにすることができた。 



(3)スパイ小説と映画の研究 
 第三の成果として数えられるのが、1930
年代から 50 年代におけるスパイ物語の研究
である。伝統的な「スリラー」小説は、特に
1930 年代以降、ミドルブラ的読者層に訴え
かける娯楽小説の一分野として、特にイギリ
スにおいては急成長を果たしたが、この分野
がモダニズム研究との関係で注目されるこ
とは必ずしも多くはなかった。 
 この状況を踏まえると、1930 年代の
Hitchcock の映画に込められた反戦思想を考
察した学会発表①、ならびに、1950 年代以
降息の長いシリーズとなった Ian Flemingの
小説におけるスパイ小説の伝統の改変を考
察した雑誌論文①は、ポピュラー・カルチャ
ー研究ないし、ミドルブラウ研究の観点から
「モダニズム」研究を補足するものとして、
一定の価値を有するだろう。これらの研究が
また、文学と映画の垣根を越えるものである
ことも付言しておきたい。 
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